
Title 林海音『城南旧事』雑考 : 映画との比較の視点から
Sub Title Lin Haiyin's Chenǵnan-jiushi as compared with its film version
Author 杉野, 元子(Sugino, Motoko)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1996

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.70, (1996. 6) ,p.39- 59 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00700001-

0039

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


林
海
音
「
城
南
旧
事
』
雑
考

｜
｜
映
画
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
ー
ー
ー

宇多

野

7じ

子

林
海
音
は
、
戦
後
間
も
な
い
五
0
年
代
初
め
か
ら
作
品
を
発
表
し
始
め
、
そ
の
五
0
年
代
半
ば
か
ら
六
0
年
代
末
に
か
け
て
の
時
期
に
一
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は
じ
め
に

番
多
く
作
品
を
書
き
残
し
て
い
る
台
湾
の
女
性
作
家
で
あ
る
。
標
題
に
示
し
た
『
城
南
旧
事
』
は
、
林
海
音
が
一
九
六O
年
、
四
二
歳
の
と

き
、
北
京
の
城
南
で
暮
ら
し
た
幼
い
こ
ろ
の
日
々
を
回
想
し
て
書
い
た
も
の
で
こ
の
作
家
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
は

自
伝
的
色
彩
の
濃
い
短
編
「
恵
安
館
」
、
「
我
例
看
海
去（
海
を
見
に
行
こ
う
）
」
、
「
蘭
娯
娘
」
、
「
瞳
打
法
児
（
ロ
バ
の
こ
ろ
げ
回
り
）
」
、
「
ハ
合

省
的
花
児
落
了
（
お
父
さ
ん
の
花
が
散
っ
た
）
」
の
五
編
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
各
編
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
短
編
小
説
と
し
て

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
主
人
公
の
少
女
英
子
が
二
三
年
、

七
歳
の
時
、
父
母
と
と
も
に
南
の
島
台
湾
か
ら
古
都
北
京
へ
移
り
住

ん
で
き
て
、

二
九
年
に
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
六
年
間
に
体
験
し
た
出
来
事
を
五
つ
に
区
分
し
、
年
代
順
に
執
筆
、
構
成
さ
れ
た
長
編

小
説
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。



い
っ
ぽ
う
こ
の
小
説
は
、
八
二
年
に
は
海
峡
を
越
え
、
中
国
本
土
の
上
海
映
画
製
作
所
で
呉
胎
弓
監
督
の
手
に
よ
り
映
画
化
き
れ
、
中
国

国
内
は
も
と
よ
り
、
国
際
的
に
も
き
わ
め
て
高
い
評
価
（
詳
し
く
は
本
論
の
第
三
節
で
述
べ
る
）
を
受
け
る
に
至
っ
た
。
な
ぜ
こ
の
台
湾
人

作
家
の
作
品
が
、
作
品
発
表
か
ら
二
O
年
以
上
も
経
過
し
た
八
0
年
代
に
な
り
、
本
土
中
国
の
映
画
製
作
者
の
目
に
と
ま
り
、
強
く
引
き
つ

け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
な
ぜ
そ
の
映
画
化
き
れ
た
作
品
が
国
境
を
越
え
た
世
界
各
地
で
観
客
の
心
を
広
く
と
ら
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
、
7

か
。

そ
こ
に
は
『
城
南
旧
事
』
と
い
う
作
品
が
、
五
四
文
学
革
命
以
後
八
0
年
代
初
め
に
到
っ
た
本
土
中
国
の
文
学
土
壌
の
上
で
は
育
ち
に
く

か
っ
た
特
異
な
文
学
的
特
質
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
そ
こ
に
、
こ
の
小
説
が
中
国
現
代
文
学
の
潮

流
の
な
か
で
こ
の
時
期
担
っ
た
文
学
的
役
割
の
核
心
部
分
が
あ
る
。

あ
り
、 本
稿
で
は
以
上
の
問
題
意
識
に
も
と
づ
い
て
「
城
南
旧
事
』
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
が
、
『
城
南
旧
事
』
が
自
伝
的
色
彩
の
濃
い
作
品
で

(1
) 

ま
た
こ
の
作
品
の
作
り
手
が
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
林
海
音
に
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つ
い
て
そ
の
経
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
、
そ
の
う
え
で
、
林
海
音
が
原
作
者
と
し
て
脚
光
を
浴
ぴ
る
こ
と
と
な
っ
た
映
画
『
城
南
旧
事
』
と
原

作
と
の
比
較
を
お
こ
な
い
、

両
者
の
違
い
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
城
南
旧
事
』
の
文
学
作
品
と
し
て
の
現
代
的
価
値
を
も
明
ら
か

に
し
た
い
。

な
お
以
下
の
論
中
の
表
記
に
つ
い
て
こ
と
わ
っ
て
お
く
と
、
小
説
の
『
城
南
旧
事
』
の
場
合
は
『
城
南
旧
事
』
、
映
画
の
場
合
は
映
画

『
城
南
旧
事
』
と
表
記
す
る
こ
と
と
し
た
い
。



林
海
音
と
い
う
作
家

林
海
音
（
本
名
林
含
英
）
は
一
九
一
八
年
、

日
本
の
大
阪
で
生
ま
れ
た
。
幼
い
頃
は
『
城
南
旧
事
』
の
主
人
公
と
同
様
に
「
英
子
」
と
い

う
日
本
の
女
の
子
の
よ
う
な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
林
海
音
の
両
親
は
台
湾
生
ま
れ
で
、

父
親
の
林
燥
文
は
祖
先
が
広
東
省
蕉
嶺
か
ら
台

湾
へ
渡
っ
て
き
た
客
家
、
母
親
の
黄
愛
珍
は
祖
先
が
福
建
省
同
安
か
ら
渡
っ
て
き
た
閑
南
人
で
あ
る
。
二
六
年
の
台
湾
総
督
府
の
統
計
に
よ

お
お
よ
そ
閑
南
人
が
八
五
%
で
客
家
人
が
一
五
%
で
あ
っ
た
。
閑
南
人
と

る
と
、
当
時
の
台
湾
に
お
け
る
閑
南
人
と
客
家
人
の
人
口
比
は
、

客
家
と
で
は
風
俗
習
慣
や
言
葉
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
林
海
音
の
父
母
の
よ
う
に
閑
南
人
と
客
家
が
結
婚
す
る
ケl
ス
は
珍

し
か
っ
た
。

父
親
は
一
九
O
九
年
に
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
師
範
部
を
卒
業
し
、
数
年
間
公
学
校
（
台
湾
人
子
弟
の
た
め
の
初
等
学
校
）

の
教
師
を
し
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て
い
た
が
、
母
親
と
結
婚
し
、
ま
も
な
く
し
て
新
妻
を
連
れ
て
大
阪
へ
行
き
商
売
を
始
め
る
。
そ
し
て
大
阪
の
地
で
林
海
音
が
生
ま
れ
た
。

二
O
年
、
父
親
が
大
阪
で
の
商
売
を
あ
き
ら
め
た
た
め
、
林
海
音
は
い
っ
た
ん
両
親
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
台
湾
に
一
戻
る
が
、
二
二
年
に
は

両
親
に
連
れ
ら
れ
て
北
京
へ
渡
る
。
林
海
音
四
歳
の
時
で
あ
る
。
北
京
に
移
り
住
ん
だ
当
初
、
林
海
音
は
客
家
語
、
間
南
語
、日
本
語
、
北

京
語
を
ま
ぜ
こ
ぜ
に
し
て
使
っ
て
い
た
。
父
親
は
最
初
日
本
人
の
経
営
す
る
京
津
日
日
新
聞
社
で
働
い
て
い
た
が
、
ほ
ど
な
く
し
て
転
職
、

北
京
郵
政
総
局
の
日
本
課
長
と
な
る
。
二
四
年
、
林
海
音
は
国
立
師
範
大
学
付
属
小
学
に
入
学
、
三

O
年
に
は
私
立
春
明
女
子
中
学
に
入

学
、
翌
年
父
親
が
病
死
す
る
。
三
四
年
、
私
立
世
界
新
聞
専
科
学
校
に
入
学
、
卒
業
後
は
「
世
界
日
報
」
の
記
者
と
な
り
、
三
九
年
、
職
場

の
同
僚
夏
承
櫨
（
筆
名
何
凡
、
著
名
な
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

と
結
婚
す
る
。
林
海
音
に
と
っ
て
北
京
と
は
幼
年
期
か
ら
青
春
時
代
に
か
け
て
の

思
い
出
が
す
べ
て
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
土
地
で
あ
り
、

終
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
第
二
の
故
郷
な
の
で
あ
る
。
四
八
年
、
三
児
の
母
と



な
っ
た
林
海
音
は
二
十
六
年
間
住
み
慣
れ
た
北
京
を
去
り
台
湾
に
移
る
。
五
三
年
か
ら
十
年
間
に
渡
っ
て
新
聞
「
聯
合
報
」
の
文
芸
欄
の
主

編
を
務
め
、
六
七
年
に
は
月
刊
文
芸
雑
誌
「
純
文
学
」
を
創
刊
、

七
二
年
ま
で
発
行
を
続
け
る
。
ま
た
純
文
学
出
版
社
を
創
設
し
、
今
も
社

長
の
職
に
あ
る
。
ま
た
林
海
音
は
編
集
者
・
出
版
者
と
し
て
の
手
腕
を
発
揮
す
る
一
方
で
、
作
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
現
在
ま
で
に
『
暁

雲
』
（
五
九
年
）
、
「
孟
珠
的
旅
程
』
（
六
七
年
）
、
『
春
風
」
（
七
一
年
）
の
三
つ
の
長
編
小
説
、
『
緑
藻
輿
醐
蛋
』
（
五
八
年
）
、
『
城
南
旧
事
』

（
六O
年
）
、
『
婚
姻
的
物
語
』
（
六
三
年
）
、
『
燭
芯
』
（
六
五
年
）

の
四
つ
の
短
編
小
説
集
、
そ
し
て
数
多
く
の
随
筆
を
発
表
し
て
い
る
。

「
懐
郷
文
学
」
と
し
て
の
『
城
南
旧
事
』

林
海
音
の
作
家
と
し
て
の
活
動
が
一
番
盛
ん
だ
っ
た
の
は
、

五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。
五
0
年
代
の
台
湾
文
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学
界
は
四
五
年
以
降
大
陸
か
ら
台
湾
へ
来
た
外
省
人
が
前
面
に
出
て
活
躍
し
て
い
た
。
台
湾
土
着
の
作
家
た
ち
は
、
戦
前
日
本
語
教
育
を
受

け
、
日
本
語
で
作
品
を
書
く
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
た
の
で
、
中
国
の
北
方
語
を
基
礎
と
し
た
標
準
語
が
日
本
語
に
替
わ
っ
て
「
国
語
」
と

な
っ
た
戦
後
は
、
新
た
に
標
準
語
を
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
林
海
音
は
台
湾
籍
の
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、

四
歳
か
ら
三
O
歳
ま
で
北
京
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、
言
語
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
免

れ
、
「
国
語
」
を
自
由
自
在
に
使
い
こ
な
し
、
次
々
と
作
品
を
発
表
し
続
け
た
。

六
O
年
七
月
に
出
版
さ
れ
た
『
城
南
旧
事
』
に
は
五
編
の
短
編
小
説
の
前
に
、
「
冬
陽
・
童
年
・
賂
舵
隊
」
と
い
う
題
の
短
い
散
文
が
収

録
さ
れ
て
い
て
、
作
者
が
『
城
南
旧
事
』
を
執
筆
す
る
に
到
っ
た
動
機
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

夏
が
過
ぎ
、
秋
が
過
ぎ
る
と
、
冬
が
ま
た
や
っ
て
来
て
、
賂
蛇
隊
も
ま
た
や
っ
て
来
た
。

で
も
幼
年
時
代
は
二
度
と
戻
っ
て
こ
な

い
。
冬
の
太
陽
の
も
と
で
、
賂
蛇
の
岨
鴫
を
ま
ね
る
よ
う
な
愚
か
な
こ
と
は
も
う
二
度
と
で
き
な
い
の
だ
。



し
か
し
、
幼
い
こ
ろ
住
ん
で
い
た
北
京
の
城
南
の
あ
の
風
景
と
人
々
の
こ
と
を
私
は
ど
ん
な
に
な
つ
か
し
く
思
っ
て
い
る
こ
と
か
。

私
は
自
分
に
い
い
聞
か
せ
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
書
い
て
み
よ
う
、そ
し
て
実
際
の
幼
年
時
代
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
心
の
中

の
幼
年
時
代
は
永
久
に
と
ど
め
て
お
こ
う
、
と

こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら

私
は
「
城
南
旧
事
」
を
書
い
た
。

こ
の
よ
う
な
動
機
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
『
城
南
旧
事
』
は
、
台
湾
で
は
現
在
い
わ
ゆ
る
「
懐
郷
文
学
」
の
代
表
作
と
し
て
一
般
に
認
め
ら

れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
陸
士
清
は
「
台
湾
新
文
学
運
動
縦
覧
」
の
な
か
で
、
五
0
年
代
の
台
湾
文
学
界
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

こ
れ

（
反
共
八
股
の
氾
濫
を
指
す
｜
｜
筆
者
注
）
と
同
時
に
、
「
懐
郷
文
学
」
が
出
現
し
た
。
国
民
党
当
局
が
大
陸
を
撤
退
し
た
と
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き
、
大
量
の
人
員
が
国
民
党
に
従
っ
て
台
湾
に
来
た
。
彼
ら
は
故
郷
の
家
や
親
兄
弟
・
友
人
か
ら
離
れ
、
他
郷
を
さ
す
ら
う
旅
人
と
な

っ
た
。
台
湾
で
の
生
活
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
故
郷
を
思
う
気
持
ち
も
激
し
く
な
る
。
「
懐
郷
文
学
」
は
こ
の
よ
う
な
時
代
の
な

り
ゆ
き
に
応
じ
て
生
ま
れ
て
き
た
。
特
に
何
人
か
の
女
性
作
家
た
ち
、
た
と
え
ば
謝
休
埜
、
張
秀
亜
、
林
海
音
、
孟
落
、
議
埼
君
、
華

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
故
郷
を
懐
か
し
む
歌
を
作
り
、
故
郷
に
寄
せ
る
熱
く
切
な
い
思
い
を
吐
露
し
た
。
林
海
音
の
『
城
南
旧

(3
) 

事
』
は
そ
の
中
の
代
表
作
で
あ
る
。

厳
な
ど
は
、

こ
の
よ
う
に
台
湾
で
は
五
0
年
代
、
国
民
党
当
局
と
と
も
に
台
湾
に
移
っ
て
き
た
文
化
人
の
手
に
よ
る
「
反
共
文
学
」
と
「
懐
郷
文
学
」

と
が
文
壇
の
主
流
を
占
め
て
お
り
、
『
城
南
旧
事
』
は
こ
の
「
懐
郷
文
学
」
ブl
ム
の
流
れ
の
中
か
ら
誕
生
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。
し
か
し

六
0
年
代
以
降
は
、
「
反
共
文
学
」
や
「
懐
郷
文
学
」
は
次
第
に
文
壇
か
ら
姿
を
消
し
、

か
わ
っ
て
西
欧
文
学
の
理
念
や
手
法
を
学
ん
だ

「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
」
や
台
湾
の
郷
土
に
根
ざ
す
「
郷
土
文
学
」
が
台
頭
し
て
く
る
。
し
か
し
「
懐
郷
文
学
」
の
代
表
作
「
城
南
旧
事
』
は



一
九
六
O
年
七
月
、
光
啓
出
版
社
か
ら
書
き
下
ろ
し
で
初
版
が
発
行
さ
れ
の
ち
、
六
九
年
九
月
の
第
三
版
か
ら
は
発
行
元
が
純
文
学
出
版
社

に
移
り
、
八
三
年
六
月
に
は
さ
ら
に
新
し
い
版
が
作
ら
れ
、
純
文
学
出
版
社
版
と
は
別
に
爾
雅
出
版
社
か
ら
も
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

い
ま
筆
者
の
手
元
に
あ
る
九
二
年
発
行
の
純
文
学
出
版
社
版
の
奥
付
に
は
六
九
年
以
来
す
で
に
十
六
版
を
重
ね
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
小
説
は
、
台
湾
で
現
在
ま
で
、

と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
長
き
に
渡
っ
て
多
く
の
人
に
読
み
継
が
れ
て
き
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
『
城
南
旧
事
』
は
八
二
年
、
中
国
本
土
の
上
海
映
画
製
作
所
で
映
画
化
さ
れ
た
。
映
画
『
城
南
旧

事
』
は
、
多
く
の
人
々
か
ら
絶
賛
さ
れ
、
八
二
年
度
の
金
鶏
賞
を
、
呉
胎
弓
が
監
督
部
門
、
宋
嬬
を
演
じ
た
鄭
振
瑠
が
助
演
女
優
部
門
、呂

其
明
が
音
楽
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し
、
八
三
年
に
は
第
二
回
マ
ニ
ラ
国
際
映
画
祭
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
。
ま
た
八
四
年
に
は
第
十
四

回
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
国
際
児
童
映
画
祭
最
優
秀
映
画
思
想
賞
を
受
賞
し
、
八
七
年
に
は
中
国
国
内
で
二
十
六
万
人
の
投
票
の
結
果
、
文
革
後
十

き
わ
め
て
優
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
証
す
る
も
の
だ
が
、

そ
の
脚
本
の
も
と
と
な
っ
た
原
作
「
城
南
旧
事
』
も
ま
た
、そ
の
よ
う
な
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年
間
（
七
七
年
i

八
七
年
）
に
作
ら
れ
た
映
画
ベ
ス
ト
テ
ン
の
中
に
選
ば
れ
た
。
こ
れ
は
映
画
そ
れ
自
体
が
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て

絶
賛
を
導
き
出
す
下
地
を
な
し
た
作
品
と
し
て
そ
の
文
学
性
が
あ
ら
た
め
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
節
以
下
で
、
評
価
を
集
め

た
映
画
（
脚
本
は
伊
明
が
執
筆
）
と
こ
の
小
説
を
三
つ
の
視
点
か
ら
比
較
し
、
両
者
間
に
見
ら
れ
る
異
同
の
意
味
を
具
体
的
に
考
察
す
る
と

と
も
に
、

そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
文
学
作
品
『
城
南
旧
事
』
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

映
画
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
み
た

「
城
南
旧
事
』
の
文
学
性

①
「
蘭
嬢
娘
」
の
省
略

小
説
は
五
つ
の
短
編
小
説
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
の
三
編
は
女
性
の
生
き
ざ
ま
が
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
恵



安
館
」
で
は
恋
人
に
去
ら
れ
、
そ
の
恋
人
と
の
間
に
で
き
た
子
ど
も
と
も
生
き
別
れ
に
な
り
精
神
を
病
ん
で
し
ま
う
女
性
秀
貞
に
つ
い
て
、

「
蘭
娯
娘
」
で
は
北
京
の
花
街
で
働
い
て
い
て
、
施
と
い
う
年
の
離
れ
た
男
に
身
請
け
さ
れ
、
妾
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
施
家
か
ら
飛
ぴ

出
し
、
英
子
（
こ
の
小
説
の
中
心
人
物
の
少
女
）

の
家
に
身
を
寄
せ
る
女
性
蘭
焼
娘
に
つ
い
て
、
「
瞳
打
法
児
」
で
は
働
き
の
悪
い
夫
に
か

わ
っ
て
一
家
を
支
え
る
た
め
に
英
子
の
家
で
乳
母
を
し
て
い
た
が
、

そ
の
聞
に
息
子
は
事
故
死
し
、
娘
は
行
方
不
明
と
な
る
農
村
の
女
性
宋

掲
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
模
様
に
つ
い
て
描
い
て
い
る
。
林
海
音
は
女
性
作
家
が
数
少
な
か
っ
た
五
0
年
代
、
六
0
年
代
か
ら
す
で
に
「
暁

雲
』
（
五
九
年
）
、
『
金
鯉
魚
的
百
楠
祐
』
（
六
三
年
）に
見
ら
れ
る
よ
う
な
女
性
の
問
題
を
扱
っ
た
数
多
く
の
佳
作
を
執
筆
し
て
い
る
こ
と
か

(4
) 

ら
、
こ
れ
ま
で
に
も
「
台
湾
婚
姻
愛
情
小
説
の
真
の
意
味
で
の
開
拓
者
」
、
「
台
湾
小
説
界
で
女
性
解
放
の
呼
び
か
け
を
お
こ
な
う
基
礎
を
築

(5
) 

い
た
人
」
な
ど
と
評
価
き
れ
て
き
た
。
林
海
音
は
そ
う
し
た
評
価
に
見
合
う
よ
う
に
、
『
城
南
旧
事
』
で
も
女
性
の
描
写
に
重
点
を
お
き
、
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未
婚
の
母
と
な
っ
た
秀
貞
、
年
の
離
れ
た
男
の
妾
と
な
っ
た
蘭
娯
娘
、
怠
け
者
で
暴
力
を
振
る
う
夫
を
も
っ
た
宋
嬬
と
い
う
三
人
の
女
性
に

多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
映
画
の
方
で
は
こ
の
三
人
の
な
か
の
蘭
嬢
娘
が
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。
こ
の
こ

と
は
単
に
女
性
を
描
く
場
面
が
減
っ
た
と
い
う
分
量
的
な
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
質
的
な
違
い
を
生
じ
き
せ
て
い
る
。
秀
貞
と
宋
嬬
は
封
建

的
な
家
族
制
度
に
縛
ら
れ
、

人
生
を
翻
弄
さ
れ
る
が
、
蘭
嬢
娘
は
こ
の
家
族
制
度
の
枠
を
飛
び
越
し
、
大
学
生
の
徳
先
と
自
由
恋
愛
を
す

る
。
そ
し
て
徳
先
の
影
響
を
受
け
て
、
愛
読
書
は
『
二
度
梅
』
か
ら
『
人
形
の
家
』
へ
か
わ
り
、
髪
型
も
麻
花
髭
か
ら
断
髪
へ
か
わ
り
、
服

装
も
旗
袖
を
女
学
生
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
へ
と
か
わ
る
。
蘭
娯
娘
は
五
四
新
文
化
運
動
後
の
新
し
い
社
会
の
空
気
に
触
発
さ
れ
生
ま
れ

変
わ
っ
た
女
性
で
あ
る
。
ま
た
「
我
例
看
海
去
」
に
描
か
れ
て
い
る
ダ
ン
ス
と
音
楽
の
教
師
韓
先
生
も
新
時
代
の
女
性
と
い
え
よ
う
が
、
映

画
で
は
登
場
し
な
い
。
映
画
で
は
小
説
に
あ
る
新
し
い
時
代
へ
の
胎
動
を
象
徴
す
る
女
性
の
存
在
が
消
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
台
日
関
係
と
学
生
運
動



『
城
南
旧
事
』
に
は
当
時
の
台
日
間
に
存
在
し
て
い
た
軌
蝶
を
示
唆
す
る
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
小
説
の
中
で
英
子
の
父
親
は
、

日
本
人

に
対
し
て
か
な
り
強
い
反
感
を
抱
い
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
恵
安
館
」
で
は
母
親
が
高
熱
を
出
し
た
英
子
を
見
て
、
山
本
先
生
に
往
診
に
来

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
と
い
っ
た
と
き
、

父
親
は
「
あ
の
小
日
本
児
な
ど
呼
ぶ
必
要
は
な
い
」
と
拒
否
す
る
。
ま
た
「
省
首
的
花
児
落
了
」
で

も
父
親
は
英
子
に
日
本
の
銀
行
で
の
送
金
方
法
を
教
え
る
と
き
、
日
本
人
銀
行
員
の
こ
と
を
「
小
日
本
児
」
と
い
う
蔑
称
で
呼
ん
で
い
る
。

で
は
実
際
の
著
者
の
父
親
は
ど
う
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
？

日
本
統
治
下
の
台
湾
で
教
育
を
受
け
、
大
阪
で
暮
ら
し
た
経
験
も
あ
り
き

ら
に
北
京
に
来
て
か
ら
は
初
め
は
日
本
語
の
新
聞
社
、
次
に
郵
政
総
局
の
日
本
課
で
働
い
て
い
た
著
者
の
父
親
は
、日
本
語
に
堪
能
な
日
本

通
で
あ
っ
た
が
、
二
二
年
に
結
成
さ
れ
た
北
京
台
湾
青
年
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
北
京
台
湾
青
年
会
と
は
、
「
会

報
を
発
行
し
、
島
内
文
化
協
会
員
と
連
絡
し
て
当
時
の
民
族
主
義
啓
蒙
運
動
及
台
湾
議
会
設
置
請
願
運
動
を
支
持
し
、
当
時
の
北
京
大
学
教

授
葉
元
培
以
下
新
進
教
授
学
徒
の
影
響
を
受
け
て
之
を
島
内
に
反
映
し
、
屡
々
不
穏
な
る
文
書
を
刊
行
し
て
、
島
内
及
東
京
同
志
に
頒
布

(6
) 

し
、
台
湾
議
会
期
成
同
盟
会
の
検
挙
き
る
、
や
、
華
北
台
湾
人
大
会
を
開
催
し
反
対
運
動
を
行
ひ
た
り
」
と
い
う
組
織
だ
っ
た
。
そ
し
て
北
-46-

京
台
湾
青
年
会
が
開
催
し
た
華
北
台
湾
人
大
会
で
は
、
「
我
等
華
北
台
湾
人
大
会
は
巳
に
全
体
決
議
し
、
実
力
を
用
ひ
て
貧
弱
に
し
て
幼
稚
．

な
る
台
湾
民
選
議
会
請
願
団
及
其
の
期
成
同
盟
を
援
助
し
、
諸
先
鋒
を
し
て
猛
烈
に
し
て
暴
動
的
大
衆
運
動
に
進
め
、
彼
等
と
協
力
し
て
日

本
帝
国
の
悪
練
な
る
政
治
を
世
界
に
暴
露
し
、
各
地
の
同
志
と
連
絡
合
同
し
一
切
の
強
権
を
推
翻
し
、

(7
) 

べ
し
」
と
い
う
宣
言
が
出
き
れ
た
。
こ
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
著
者
の
父
親
の
考
え
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
宣
言
に
か
な
り

一
切
の
不
自
然
な
る
制
度
を
打
破
す

の
程
度
に
お
い
て
同
調
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
笹
奇
的
花
児
落
了
」
に
は
「
父
は
今
年
、
庭
の
大
き
な
鉢
に
植
え
て
あ
る
ザ
ク
ロ
と
爽
竹
桃
に
油
か
す
を
や
ら
な
か
っ
た
。
叔
父

が
日
本
人
に
殺
さ
れ
た
の
が
シ
ョ
ッ
ク
で
血
を
吐
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
叔
父
の
死
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
何
も
触



れ
ら
れ
て
い
な
い
が

(8
) 

こ
れ
は
実
際
に
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
林
海
音
の
「
番
薯
人
」
に
よ
れ
ば
、

父
親
の
一
番
下
の
弟
は
当
時
北
京
に
来

て
、
父
親
と
同
じ
よ
う
に
郵
便
局
で
働
い
て
い
た
の
だ
が
、
ひ
そ
か
に
朝
鮮
人
と
い
っ
し
ょ
に
抗
日
運
動
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
朝
鮮
人
の

代
わ
り
に
、
お
金
を
運
ぶ
た
め
に
南
満
州
鉄
道
の
列
車
に
乗
っ
て
い
た
と
き
、
大
連
で
日
本
人
に
検
挙
さ
れ
、
暴
行
を
受
け
た
あ
げ
く
牢
獄

内
で
死
亡
し
た
た
め
、
父
親
は
弟
の
死
体
を
引
き
取
り
に
い
き
、
そ
の
後
ま
も
な
く
血
を
吐
い
て
倒
れ
、
四
四
歳
の
若
き
で
病
死
す
る
。

こ
の
よ
う
に
『
城
南
旧
事
』
で
は
台
湾
人
で
あ
る
英
子
の
父
親
の
日
本
人
に
対
す
る
反
感
や
日
本
人
と
の
摩
擦
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
が

あ
る
の
だ
が

こ
れ
は
映
画
で
は
す
べ
て
削
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
一
方
で
映
画
で
は
英
子
の
父
親
と
学
生
活
動
家
と
の
結
び
つ
き
が

よ
り
強
く
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
小
説
で
は
英
子
の
父
親
は
当
局
の
目
を
逃
れ
る
た
め
に
避
難
し
て
き
た
大
学
生
の
徳
先
を
家
に
か
く
ま
う

と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
映
画
で
は
徳
先
が
登
場
し
な
い
の
で
そ
の
よ
う
な
場
面
が
な
い
か
わ
り
に
、
小
説
に
は
な
い
英
子
の
父

父
親
が
あ
い
か
わ
ら
ず
恵
安
館
へ
行
き
学
生
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
心
配
す
る
母
親
に
対
し
て
、
父
親
が
あ
の
学
生
た
ち
は
見
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親
が
恵
安
館
へ
行
き
、
そ
こ
の
大
学
生
と
何
や
ら
密
談
を
始
め
る
と
い
う
場
面
や
、
最
近
い
た
る
と
こ
ろ
で
学
生
が
捕
ま
っ
て
い
る
の
に
、

所
の
あ
る
新
青
年
な
ん
だ
か
ら
と
言
う
と
い
う
場
面
が
あ
り
、

父
親
が
積
極
的
に
自
ら
足
を
運
ん
で
学
生
活
動
家
と
の
接
触
を
お
こ
な
っ
て

い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
父
親
が
逮
捕
を
逃
れ
る
た
め
に
北
京
以
外
の
土
地
へ
旅
立
つ
決
心
を
伝
え
に
き
た
二
人
の
学

生
に
旅
費
を
援
助
す
る
と
い
う
場
面
、

そ
し
て
さ
ら
に
は
父
親
の
墓
参
り
を
終
え
た
英
子
一
家
と
宋
嬬
が
わ
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
帰
路
に
つ
く

と
き
、
二
人
の
男
子
学
生
と
一
人
の
女
子
学
生
が
突
然
あ
ら
わ
れ
、

父
親
の
墓
の
前
に
立
っ
て
紅
葉
し
た
も
み
じ
を
束
ね
た
も
の
を
献
げ
る

と
い
う
場
面
が
あ
る
が

こ
れ
ら
も
小
説
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

小
説
に
描
か
れ
て
い
る
父
親
は
、
徳
先
の
よ
う
な
学
生
活
動
家
に
と
っ
て
は
よ
き
理
解
者
だ
っ
た
が
、
妻
に
と
っ
て
は
日
本
で
は
一
晩
中

花
街
で
芸
者
を
は
べ
ら
せ
て
酒
を
飲
み
歩
き
、
北
京
で
は
家
で
阿
片
を
吸
っ
た
り
、
家
に
居
候
き
せ
て
い
る
蘭
嬢
娘
に
恋
心
を
寄
せ
た
り



と
、
け
っ
し
て
欠
点
の
ま
っ
た
く
な
い
理
想
的
な
夫
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
映
画
の
父
親
は
進
歩
的
学
生
を
積
極
的
に
支
援
し
、
ま
た

彼
ら
学
生
か
ら
深
く
敬
愛
さ
れ
て
い
る
高
潔
な
知
識
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
て
、
小
説
に
書
か
れ
て
い
る
夫
と
し
て
の
欠
点
に
つ
い
て
は
一

切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
小
説
の
父
親
は
多
様
な
側
面
を
持
っ
て
い
た
が
、
映
画
の
父
親
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
抜
き
去
ら
れ
た
結
果
、

大
陸
の
小
説
・
映
画
に
数
多
く
登
場
す
る
進
歩
的
知
識
人
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
す
っ
ぽ
り
は
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
き
て
父
親
と
は
関
係
し
て
い
な
い
が
、
も
う
一
つ
学
生
運
動
に
関
連
し
て
、
小
説
と
映
画
と
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
小
説

で
は
秀
貞
の
恋
人
思
康
は
、
田
舎
の
母
親
が
病
気
に
な
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
て
、
田
舎
に
戻
っ
た
ま
ま
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
と
あ

る
。
思
康
は
母
親
か
ら
母
親
の
眼
銭
に
か
な
っ
た
地
元
の
女
性
と
の
結
婚
を
勧
め
ら
れ
、
断
れ
ず
に
秀
貞
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ

こ
と
が
感
じ
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
映
画
で
は
夜
中
に
大
勢
の
人
が
恵
安
館
に
や
っ
て
き
て
、
思
康
を
も
含
め
た
何
人
も
の
-48-

な
い
。
具
体
的
な
こ
と
は
書
か
れ
て
な
い
が
、
文
脈
か
ら
、
封
建
的
結
婚
制
度
が
二
人
の
問
に
立
ち
は
だ
か
り
、
二
人
を
破
局
へ
と
導
い
た

学
生
を
連
れ
去
っ
た
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
学
生
運
動
に
対
す
る
為
政
者
側
か
ら
の
厳
し
い
弾
圧
を
ほ
の
め
か
す
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
説
か
ら
映
画
へ
の
脚
本
上
の
変
更
に
つ
い
て
陸
士
清
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
、
つ
に
し
て
、
旧
軍
閥
が
革
命
を
鎮
圧
す
る
と
い
う
重
大
な
社
会
闘
争
は
、
悲
劇
的
人
物
の
運
命
と
直
接
的
に
結
び
つ
い
た
。
そ

し
て
思
康
と
い
う
こ
の
直
接
顔
を
出
さ
な
い
人
物
に
大
時
代
の
息
吹
き
を
与
え
た
の
み
な
ら
ず
、
秀
貞
の
悲
劇
に
時
代
的
色
彩
を
強
め

る
こ
と
と
も
な
り
、
も
は
や
封
建
倫
理
道
徳
と
世
俗
観
念
が
も
た
ら
し
た
普
通
の
悲
劇
で
は
な
く
、
大
変
動
を
起
こ
し
つ
つ
あ
る
旧
中

(9
) 

国
の
時
代
の
悲
劇
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
原
作
か
ら
の
昇
華
で
あ
る
。

し
か
し
林
海
音
が
こ
の
作
品
に
意
図
し
て
い
た
の
は
ま
さ
に
そ
の
「
封
建
倫
理
道
徳
と
世
俗
観
念
が
も
た
ら
し
た
普
通
の
悲
劇
」
を
書
く



こ
と
で
あ
っ
た
。
林
海
音
は
「
大
変
動
を
起
こ
し
つ
つ
あ
る
旧
中
国
の
時
代
の
悲
劇
」
を
書
く
こ
と
が
作
品
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
な
ど
と
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
林
海
音
は
『
城
南
旧
事
』
が
映
画
化
き
れ
た
あ
と
に
次
の
よ
う
な
文
を
書
い
て
い
る
。

中
共
は
小
説
『
城
南
旧
事
』
に
つ
い
て
、
作
者
は
「
一
般
労
働
人
民
の
不
幸
な
遭
遇
」
や
「
北
洋
軍
閥
時
代
の
人
民
の
苦
境
」
を
表

現
す
る
た
め
に
書
い
た
と
い
つ
も
強
調
し
て
い
る
。

（
中
略
）
実
際
に
は
私
は
こ
れ
ら
の
た
め
に
書
い
た
の
で
は
な
い
。
私
は
も
の
を

書
く
と
き
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
「
政
治
が
優
先
」
と
い
う
こ
と
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、
ま
た
「
革
命
」
を
高
ら
か
に
叫
ん
だ

こ
と
も
な
い
。
こ
の
小
説
は
愚
か
な
童
心
の
ま
な
ざ
し
で
、
記
憶
に
深
く
残
っ
て
い
る
人
物
と
物
語
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）

私
は
女
性
と
子
ど
も
を
書
く
の
が
好
き
だ
。
私
は
婚
姻
の
衝
突
や
新
旧
の
時
代
の
恋
愛
を
書
く
の
が
好
き
だ
。
私
は
女
性
な
の
だ
か

ら
、
当
然
こ
れ
ら
の
こ
と
を
書
く
の
が
好
き
だ
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
こ
と
を
書
く
能
力
も
あ
る
。
偏
っ
た
考
え
を
私
の
作
品
に
注
入
す

（
叩
）

る
よ
う
な
こ
と
は
け
っ
し
て
し
て
ほ
し
く
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
林
海
音
は
『
城
南
旧
事
」
の
な
か
で
父
親
の
日
本
人
に
対
す
る
反
感
や
父
親
の
弟
と
日
本
人
と
の
間
で
起
き
た
不
幸
な
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出
来
事
に
つ
い
て
触
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
気
を
付
け
な
け
れ
ば
読
み
飛
ば
し
て
し
ま
う
よ
う
な
箇
所
に
、
さ
り
げ
な
く
書
か
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
徳
先
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
た
め
、
当
局
か
ら
追
わ
れ
る
身
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
こ
と
は
な

に
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
林
海
音
は
「
番
薯
人
」
の
な
か
で
、
当
時
大
陸
の
中
国
人
は
台
湾
人
に
対
し
て
排
他
的
で
あ
っ
た
と
書
い

て
い
る
が
、
『
城
南
旧
事
』
の
な
か
で
は
当
時
林
海
音
一
家
が
経
験
し
た
で
あ
ろ
う
大
陸
の
中
国
人
と
の
摩
擦
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い

戸
h
E

。

#
ldiv 

こ
の
よ
う
に
林
海
音
は
「
も
の
を
書
く
と
き
こ
れ
ま
で
一
度
も
『
政
治
が
優
先
』
と
い
う
こ
と
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、

ま
た

『
革
命
』
を
高
ら
か
に
叫
ん
だ
こ
と
も
な
い
」
作
家
で
あ
り
、
『
城
南
旧
事
』
は
「
愚
か
な
童
心
の
ま
な
ざ
し
で
、
記
憶
に
深
く
残
っ

て
い
る
人
物
と
物
語
を
書
い
た
」
小
説
な
の
で
あ
る
。
そ
の
点
が
、
映
画
で
は
「
旧
軍
闘
が
革
命
を
鎮
圧
す
る
と
い
う
重
大
な
社
会
闘
争
」



が
「
悲
劇
的
人
物
の
運
命
と
直
接
的
に
結
び
つ
」
く
よ
う
に
改
変
さ
れ
、
「
思
康
と
い
う
こ
の
直
接
顔
を
出
き
な
い
人
物
に
大
時
代
の
息
吹

き
を
与
え
」
、
「
秀
貞
の
悲
劇
に
時
代
的
色
彩
を
強
め
る
」
よ
う
に
内
容
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。

③
「
京
味
」

現
在
中
国
に
は
「
京
味
小
説
」
と
呼
ば
れ
る
小
説
の
一
群
が
あ
る
。
こ
れ
は
文
革
の
あ
と
に
誕
生
し
た
ジ
ャ
ン
ル
で
、
代
表
的
作
家
と
し

て
は
老
舎
、
都
友
梅
、
劉
心
武
、
韓
少
華
、
迂
曾
棋
、
陳
建
功
な
ど
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
小
説
の
他
に
も
「
京
味
話
劇
」
、
「
京
味

電
影
」
、
「
京
味
電
視
劇
」
が
盛
ん
に
創
ら
れ
て
い
る
。
「
京
味
小
説
」
は
「
昧
」
と
い
う
字
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

そ
れ
を
細
か
く
具
体
的
に
定
義
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、

ど
れ
が
「
京
味
小
説
」
で
ど
れ
が
そ
う
で
な
い
か
は
味
わ
う
人
に
よ
っ
て
判
断

が
微
妙
に
ず
れ
て
く
る
の
だ
が
、
「
京
味
小
説
」
の
平
均
像
と
は
、
北
京
そ
れ
も
主
に
下
町
を
舞
台
と
し
、
北
京
の
四
季
折
々
の
風
景
・
風

物
の
描
写
、
北
京
の
風
俗
習
慣
に
つ
い
て
の
言
及
、
そ
し
て
生
粋
の
北
京
人
の
口
か
ら
飛
び
出
す
北
京
方
言
を
ス
パ
イ
ス
と
し
て
盛
り
込
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み
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
世
態
人
情
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
京
昧
小
説
」
の
最
高
峰
と
も
く
さ
れ
て
い
る
の
が
、
作
家

老
舎
の
手
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
作
品
群
、

た
と
え
ば
『
路
舵
祥
子
』
（
三
六
年
）
、
「
四
世
間
堂
』
（
四
四
年
i

四
九
年
）
な
ど
で
あ
る
。
老
舎

以
前
の
文
学
者
も
現
実
の
「
北
京
」
か
ら
豊
か
な
文
学
的
感
性
を
引
き
出
し
、
そ
れ
を
作
品
の
な
か
の
「
北
京
」
に
投
影
さ
せ
て
い
た
が
、

「
北
京
」
を
神
話
に
ま
で
変
容
さ
せ
る
の
に
は
、
老
舎
の
力
が
大
き
か
っ
た
。
老
舎
の
作
品
が
生
み
出
し
た
想
像
の
空
間
「
北
京
」
は
、そ

の
後
の
文
学
者
が
北
京
を
描
く
と
き
の
モ
デ
ル
と
な
り
、

文
革
後
登
場
し
て
き
た
「
京
味
小
説
」
の
書
き
手
た
ち
も
そ
の
多
く
は
、
老
舎
を

元
祖
と
し
て
意
識
し
、
老
舎
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。

き
て
『
城
南
旧
事
」
も
味
の
濃
き
に
つ
い
て
は
人
に
よ
り
判
断
が
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ま
き
し
く
「
京
味
」
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る

小
説
と
い
え
よ
う
。
北
京
の
伝
統
的
な
住
居
「
四
合
院
」
で
の
暮
ら
し
の
様
子
、
そ
し
て
両
側
を
「
四
合
院
」
の
外
壁
で
挟
ま
れ
た
北
京
独



特
の
空
間
「
胡
同
」
を
舞
台
と
し
て
、
そ
の
「
胡
同
」
に
活
気
と
変
化
を
も
た
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
姿
や
物
売
り
の
姿
や
「
井
嵩
子
」

で
働
く
人
夫
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
半
空
児
」
、
「
羊
頭
肉
」
、
「
凍
柿
子
」
な
ど
の
北
京
の
寒
い
冬
に
楽
し
む
代
表
的
な
食
べ
物
の

名
前
や
「
西
鶴
年
堂
」
、
「
瑞
蚊
祥
」
と
い
っ
た
北
京
の
老
舗
の
名
前
、
「
天
橋
」
、
「
城
南
遊
芸
園
」
、
「
八
大
胡
同
」
の
「
韓
家
揮
」
、
「
姻
脂

胡
同
」
な
ど
の
城
南
の
代
表
的
な
地
名
も
登
場
す
る
。
そ
し
て
と
り
わ
け
「
京
味
」
と
し
て
鮮
明
な
印
象
を
与
え
る
も
の
と
し
て
路
舵
隊
が

あ
る
。
「
賂
舵
隊
が
や
っ
て
き
て
、
わ
が
家
の
門
の
前
に
止
ま
っ
た
」
と
い
う
一
文
で
始
ま
る
林
海
音
の
散
文
「
冬
陽
・
童
年
・
路
駐
隊
」

に
は
路
舵
隊
に
ま
つ
わ
る
幼
い
日
の
思
い
出
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

台
湾
か
ら
来
た
少
女
英
子
に
と
っ
て
賂
舵
と
は
砂
漠
に
い
る
動
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
か
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
路
蛇
が
都
会

の
真
ん
中
を
の
そ
の
そ
と
歩
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
英
子
は
さ
ぞ
か
し
驚
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
英
子
は
賂
舵
の
岨
鴫
す
る
様
子
を
ま
ね
て
自

分
の
歯
を
動
か
し
た
り
、
父
親
に
な
ぜ
路
駐
の
首
に
は
鈴
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
訊
ね
た
り
、
母
親
に
賂
舵
は
夏
に
な
る
と
ど
こ
へ
行
っ
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て
し
ま
う
の
か
訊
ね
た
り
す
る
。
し
か
し
北
京
に
着
い
た
当
初
は
物
珍
し
く
て
英
子
の
好
奇
心
を
か
き
た
て
た
路
院
も
長
く
暮
ら
す
う
ち
に

北
京
の
冬
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
林
海
音
は
「
冬
陽
・
童
年
・
賂
蛇
隊
」
の
な
か
で
「
私

は
黙
々
と
考
え
、

少
し
ず
つ
書
い
た
。
冬
の
太
陽
の
下
を
賂
舵
隊
が
歩
い
て
く
る
の
が
見
え
、
ゆ
っ
く
り
と
鳴
る
こ
こ
ち
ょ
い
鈴
の
音
が
聞

こ
え
、
幼
年
時
代
の
こ
と
が
再
び
心
に
浮
か
ん
で
き
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
林
海
音
に
と
っ
て
北
京
の
風
景
と
し
て
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ

も
の
は
「
京
味
小
説
」
の
定
番
で
あ
る
四
合
院
、
胡
同
、
城
壁
、
城
門
で
は
な
く
、
「
砂
漠
の
船
」
路
舵
な
の
で
あ
る
。

『
城
南
旧
事
』
を
読
む
と
、
時
代
背
景
と
な
っ
て
い
る
こ0
年
代
の
北
京
の
街
に
は
路
舵
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
・
運
搬
手
段
が
使

わ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
雨
の
降
る
夜
、
北
京
発
天
津
行
き
の
汽
車
に
乗
ろ
う
と
し
て
正
陽
門
に
あ
る
駅
を
目
指
し
て
走
り
去
っ
た
恵

安
館
の
狂
女
秀
貞
と
大
道
芸
人
の
少
女
担
児
は
汽
車
に
ひ
き
殺
さ
れ
る
。
病
院
で
十
日
間
も
昏
睡
し
続
け
た
英
子
は
、

元
気
に
な
っ
て
退
院



す
る
と
き
、

両
親
と
い
っ
し
ょ
に
馬
車
に
乗
っ
て
家
路
に
つ
く
。
ダ
ン
ス
と
音
楽
の
教
師
韓
先
生
は
校
庭
で
当
時
大
流
行
し
て
い
た
自
転
車

の
練
習
を
す
る
。
グ
黄
板
牙
児
。
は
田
舎
み
や
げ
の
ナ
ツ
メ
や
落
花
生
の
入
っ
た
大
き
な
麻
袋
を
背
中
に
下
げ
た
ロ
バ
に
ま
た
が
っ
て
宋
嬬

に
会
い
に
来
る
。
大
雨
の
日
の
朝
学
校
に
行
く
の
を
な
ま
け
よ
う
と
し
て
父
親
か
ら
お
仕
置
き
き
れ
た
英
子
は
父
親
か
ら
お
金
を
も
ら
い
初

め
て
人
力
車
で
登
校
す
る
。

賂
舵
・
ロ
バ
・
馬
車
・
人
力
車
・
自
転
車
・
汽
車
と
い
う
原
始
的
な
も
の
か
ら
近
代
的
な
も
の
ま
で
が
混
在
し
て
い
た
こ0
年
代
の
北
京

は
、
ま
き
に
近
代
化
へ
の
過
渡
期
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
林
海
音
が
賂
駐
隊
の
映
っ
て
い
る
写
真
を
自
ら
選
ん
で
純
文
学
出
版
社

版
の
表
紙
に
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
林
海
音
に
と
っ
て
こ
れ
ら
多
種
多
様
の
交
通
・
運
搬
手
段
の
な
か
で
も
っ
と
も
原

始
的
な
賂
駐
こ
そ
が
北
京
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。

説
で
あ
る
。

つ
ま
り
『
城
南
旧
事
」
は
「
京
昧
」
一
色
に
染
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
京
味
」
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
「
味
」
も
混
ざ
っ
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と
こ
ろ
で
『
城
南
旧
事
』
は
前
述
し
た
よ
う
な
「
京
昧
」
を
含
ん
で
い
る
も
の
の
、
「
京
味
小
説
」
の
枠
内
に
は
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
小

て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
昧
こ
そ
が
老
舎
の
作
品
を
頂
点
と
す
る
「
京
味
小
説
」
に
は
な
い
、
林
海
音
な
ら
で
は
の
作
品
の
味
な
の

だ
と
い
え
よ
う
。

「
城
南
旧
事
』
が
「
京
味
小
説
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
決
定
的
な
要
因
と
し
て
、
北
京
人
の
不
在
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
京
味
小

説
」
に
は
北
京
生
ま
れ
北
京
育
ち
の
生
粋
の
北
京
人
が
主
役
ま
た
は
準
主
役
級
で
登
場
す
る
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
老
舎
の
小
説
『
離

婚
』
（
三
三
年
）
に
は
典
型
化
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
北
京
人
張
大
豆
町
が
準
主
役
で
登
場
す
る
。

張
大
寄
は
北
平
人
以
外
は
こ
と
ご
と
く
田
舎
者
だ
と
き
め
て
い
る
。

天
津
、
漢
口
、
上
海
は
も
ち
ろ
ん
、

パ
リ
で
も
ロ
ン
ド
ン
で
も
例

外
な
く
す
べ
て
田
舎
で
あ
る
。
張
大
寄
の
知
っ
て
い
る
山
と
い
え
ば
西
山
だ
け
で
、
北
山
か
ら
果
物
売
り
が
来
る
と
聞
く
と
、ど
こ
か



神
秘
的
で
得
体
が
知
れ
な
い
と
い
う
感
じ
を
抱
く
。
最
も
遠
く
ま
で
行
っ
た
旅
行
と
い
え
ば
、
永
定
門
の
少
し
き
き
ま
で
で
あ
る
。

（
ロ
）

ま
た
見
ょ
う
と
も
思
わ
な
い
。
世
界
の
中
心
は
北
京
な
の
だ
。

（
中
略
）
彼
は
海
を
見
た
こ
と
が
な
い
が
、

こ
の
よ
う
に
「
京
味
小
説
」
の
作
者
の
多
く
が
、
北
京
人
の
形
象
を
通
し
て
、
北
京
人
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
思
考
方
法
や
行
動
パ
タl

ン
を
読
者
に
伝
え
る
こ
と
を
も
く
ろ
む
の
だ
が
、
『
城
南
旧
事
』
で
は
生
粋
の
北
京
人
が
あ
ま
り
登
場
せ
ず
、
北
京
以
外
の
場
所
か
ら
来
た

人
々
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
英
子
の
一
家
と
徳
先
は
台
湾
出
身
、
宋
嬬
は
河
北
省
順
義
の
出
身
、
蘭
嬢
娘
は
蘇
州
出
身
、

そ
し
て
狂

女
の
恋
人
思
康
は
福
建
省
恵
安
の
出
身
で
あ
る
。
ま
た
恵
安
館
の
管
理
人
の
老
王
も
北
京
郊
外
の
海
旬
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
北
京
城
内
に
移
っ
て
き
た
の
で
、
生
粋
の
北
京
人
で
は
な
い
し
、
草
む
ら
に
い
た
泥
棒
は
そ
の
出
自
が
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
な
い
。
生

粋
の
北
京
人
の
可
能
性
が
高
い
の
は
、
清
王
朝
の
禄
を
食
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
麹
児
の
養
父
で
あ
る
が
、
こ
の
養
父
は
脇
役
で
し
か
な

く
、
小
説
の
中
で
占
め
る
比
重
は
高
く
な
い
。

さ
ら
に
登
場
人
物
に
生
粋
の
北
京
人
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
当
然
生
じ
る
結
果
で
あ
る
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が
、
「
城
南
旧
事
』
に
は
「
京
昧
」
を
出
す
の
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ス
パ
イ
ス
で
あ
る
北
京
方
言
が
使
わ
れ
て
い
る
場
面
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
英
子
の
回
り
で
は
客
家
語
な
ま
り
の
北
京
語
や
間
南
語
な
ま
り
の
北
京
語
や
順
義
な
ま
り
の
北
京
語
や
蘇
州
な
ま
り
の
北
京
語
が

飛
び
交
っ
て
い
た
。

『
城
南
旧
事
』
は
北
京
の
下
町
に
暮
ら
す
人
々
の
人
生
模
様
を
描
い
て
は
い
る
も
の
の
、

そ
の
人
々
の
大
半
は
、
城
壁
と
四
合
院
の
外
壁

と
い
う
二
重
の
壁
で
固
ま
れ
た
閉
鎖
的
な
空
間
に
住
み
、
嫡
熟
し
た
古
都
の
文
化
を
継
承
し
体
現
す
る
土
着
の
北
京
人
で
は
な
く
、
各
地
か

ら
流
入
し
た
多
様
な
地
方
色
に
染
ま
っ
た
人
た
ち
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
思
康
、
徳
先
、
蘭
焼
娘
、
宋
婿
と
い
っ
た
地
方
出
身
者
は
北
京
に

は
定
住
せ
ず
に
、
各
地
へ
散
ら
ば
っ
て
い
く
。
ま
た
英
子
一
家
も
北
京
で
居
所
を
一
カ
所
に
定
め
ず
に
、
何
度
も
引
っ
越
し
を
繰
り
返
す
。

そ
の
結
果
こ
の
作
品
は
土
着
の
北
京
人
が
多
く
登
場
す
る
「
京
味
小
説
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
一
元
的
な
統
一
感
と
安
定
感
に
支
え
ら
れ
た



テ
キ
ス
ト
で
な
く
、
流
動
的
で
多
元
的
な
要
素
を
含
ん
だ
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
意
味
に
お
い
て
恵
安
館
は
象
徴
的
な
場
所
で
あ
る
。
狂
女
の
父
親
が
管
理
人
を
し
て
い
た
恵
安
館
は
、
福
建
省
恵
安
か
ら
上

京
し
て
き
た
大
学
生
が
暮
ら
す
宿
泊
施
設
で
あ
る
。
会
館
と
は
、
北
京
に
お
け
る
同
郷
人
の
宿
泊
・
集
会
施
設
で
あ
り
、
も
と
も
と
科
挙
の

試
験
を
受
け
に
き
た
受
験
生
に
無
料
で
宿
泊
場
所
を
提
供
し
、
そ
の
滞
在
費
を
節
約
さ
せ
る
た
め
に
造
ら
れ
た
。
清
代
に
な
っ
て
内
城
に
会

館
を
建
て
る
の
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
会
館
は
外
城

つ
ま
り
城
南
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
数
は
清
末
に
は
五
百
余
り
を
数
え

た
。
そ
し
て
清
末
に
科
挙
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
受
験
の
た
め
に
上
京
す
る
者
が
い
な
く
な
る
と
、
会
館
は
単
身
赴
任
の
中
央
官
吏
や
大
学
生

が
住
む
場
所
へ
と
変
わ
っ
た
。
同
郷
人
が
集
ま
り
そ
の
土
地
の
言
葉
が
飛
び
交
う
会
館
と
は
北
京
お
け
る
各
地
方
文
化
保
護
区
で
あ
り
、
北

京
お
け
る
文
化
の
交
流
・
融
合
と
多
様
化
の
推
進
基
地
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

* 
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き
て
次
に
映
画
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
映
画
で
は
四
合
院
で
の
生
活
風
景
や
物
売
り
が
行
き
交
い
、
水
汲
み
人
夫
が
「
井
嵩
子
」
で
忙
し

く
働
く
胡
同
の
風
景
が
た
び
た
び
映
し
出
さ
れ
る
。
ま
た
北
京
で
過
ご
し
た
幼
い
日
の
思
い
出
と
し
て
林
海
音
の
脳
裏
に
も
っ
と
も
鮮
明
な

像
を
結
ん
で
い
た
賂
舵
隊
も
、
映
画
の
冒
頭
で
登
場
す
る
。
映
画
は
原
作
に
書
か
れ
て
い
る
「
京
味
」
の
風
景
を
か
な
り
忠
実
に
再
現
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
人
物
像
は
映
画
と
小
説
と
で
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
小
説
で
は
、
王
な
登
場
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
地
方
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い

る
が
、
映
画
で
は
台
湾
出
身
の
徳
先
と
蘇
州
出
身
の
蘭
嬢
娘
は
登
場
し
な
い
。
ま
た
小
説
で
は
英
子
の
父
親
は
台
湾
出
身
の
客
家
、
母
親
は

台
湾
出
身
の
閑
南
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
何
度
も
は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。た
と
え
ば

小
説
に
は
父
親
が
客
家
料
理
を
う
ま
く
つ
く
れ
な
い
母
親
に
不
満
を
ぶ
つ
け
る
と
い
う
場
面
や
父
親
と
母
親
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
方
言
を
口



に
す
る
場
面
が
あ
る
し
、
「
恵
安
館
」
と
北
京
語
で
発
音
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、父
親
は
「
飛
安
館
」
、
母
親
は
「
灰
娃
館
」
と
い
う
発
音
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
映
画
で
は
、
英
子
の
父
親
が
客
家
で
あ
り
母
親
が
閑
南
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
英
子
一
家
が
台
湾
出
身
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
最
初
の
方
で
英
子
が
制
限
児
に
私
の
家
族
は

台
湾
か
ら
や
っ
て
き
た
と
話
す
場
面
と
最
後
に
台
湾
義
地
と
刻
ま
れ
た
標
識
が
立
っ
て
い
る
土
地
に
父
親
が
葬
ら
れ
る
場
面
を
除
い
て
は
、

ま
っ
た
く
言
及
き
れ
て
い
な
い
。
映
画
で
は
英
子
一
家
の
台
湾
色
が
非
常
に
薄
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
決
定
的
に
し
て
い
る
の

が
、
両
親
が
客
家
語
な
ま
り
も
閑
南
語
な
ま
り
も
ま
っ
た
く
な
い
標
準
語
を
話
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
説
で
は
北
京
人
で
は
な
く
地
方
出
身
者
が
中
心
に
据
え
ら
れ
、
地
方
色
が
豊
か
で
あ
っ
た
た
め
、
「
京
味
小
説
」
の
風
格
に
は
そ
ぐ
わ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
が
、
映
画
で
は
徳
先
も
蘭
焼
娘
も
登
場
し
な
い
し
、
英
子
一
家
の
台
湾
色
も
小
説
よ
り
ず
っ
と
薄
め
ら
れ
て
い

つ
ま
り
映
画
は
小
説
に
あ
っ
た
「
京
味
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
地
方
色
が
そ
ぎ
お
と
さ
れ
て
お
り
、

（
日
）

風
格
を
充
分
感
じ
き
せ
る
も
の
へ
と
変
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ヴQ
。

そ
の
結
果
「
京
味
電
影
」
と
し
て
の
-55-

る
。
そ
し
て
宋
婿
も
小
説
で
は
恵
安
を
「
恵
難
」
と
発
音
し
て
い
た
が
、
映
画
で
は
北
京
方
言
も
時
お
り
混
ぜ
た
流
暢
な
標
準
語
を
操
っ
て

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
「
城
南
旧
事
」
と
映
画
『
城
南
旧
事
』
の
相
違
点
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
小
説
と
映
画
の
違
い
と
し
て
は
、
映
画
で
は
、
蘭

嬢
娘
、
韓
先
生
と
い
う
新
し
い
女
の
存
在
、
徳
先
と
い
う
地
方
出
身
者
の
存
在
が
削
り
取
ら
れ
て
お
り
、
英
子
一
家
が
台
湾
出
身
で
あ
る
こ

と
も
あ
ま
り
意
識
さ
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
父
親
が
日
本
人
と
か
か
わ
る
場
面
が
ま
っ
た
く
な
い
一
方
で
、

父
親
と
学
生
活
動

家
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
示
唆
す
る
場
面
が
増
え
、
進
歩
的
知
識
人
と
し
て
の
父
親
像
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。



い
っ
ぽ
う
小
説
と
映
画
と
の
共
通
点
は
、
「
京
味
」
を
感
じ
き
せ
る
こ
0
年
代
の
北
京
の
胡
同
を
舞
台
と
し
た
人
々
の
生
活
風
景
が
、

土
A
F

る
で
目
の
前
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
北
京
は
今
で
は
城
壁
が
取
り
壊
さ
れ
、

人
力
車
や
賂
駐
も
見
か

け
な
く
な
り
、

四
合
院
は
次
々
に
高
層
ア
パ
ー
ト
や
高
層
ビ
ル
に
姿
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
七

O
年
く
ら
い
の
間
に
北
京
の
街
並
み
や
そ

の
景
観
は
驚
く
ほ
ど
大
き
な
変
貌
を
と
げ
た
。
し
か
し
東
京
が
見
か
け
の
上
で
い
か
に
人
工
都
市
に
一
変
し
よ
う
と
も
、
多
く
の
日
本
人
が

今
の
東
京
を
歩
き
な
が
ら
、
そ
こ
に
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
江
戸
の
面
影
を
探
し
求
め
た
り
、
あ
る
い
は
書
物
や
絵
画
や
映
像
な
ど
で
江

戸
に
ゆ
か
り
の
情
報
を
収
集
し
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
し
た
り
す
る
こ
と
に
飽
き
ぬ
魅
力
を
覚
え
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
中
国
の

人
々
も
首
都
北
京
が
い
か
に
変
貌
し
よ
う
と
も
、
城
壁
と
城
門
が
あ
り
、

四
合
院
を
家
と
し
、
胡
同
に
物
売
り
の
呼
び
声
が
響
き
わ
た
っ
て

い
た
こ
ろ
の
、
古
い
北
京
に
対
す
る
愛
着
や
憧
憶
を
捨
て
き
れ
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
こ
の
物
語
が
八
二
年
に
映
画
化
さ
れ
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た
時
、

人
々
は
自
分
の
心
の
中
に
ひ
っ
そ
り
眠
っ
て
い
た
北
京
の
原
風
景
が
映
像
の
中
で
再
現
さ
れ
た
の
を
喜
び
、
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
映
画
『
城
南
旧
事
』
が
八
十
年
代
初
め
に
中
国
人
に
大
き
な
感
動
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
単
に
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
純
真
で
無
垢

な
英
子
と
い
う
子
ど
も
の
眼
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
世
界
、
す
な
わ
ち
英
子
と
そ
の
回
り
に
い
る
人
々
の
心
温
ま
る
触
れ
合
い
の
姿
が
、

政
治
運
動
に
明
け
暮
れ
、
す
っ
か
り
荒
廃
し
き
っ
た
人
々
の
心
に
じ
わ
っ
と
慈
雨
の
よ
う
に
渉
み
い
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

わ
け
で
も
貧

し
い
田
舎
の
婦
人
宋
鳩
が
英
子
た
ち
兄
弟
に
接
す
る
態
度
は
、
使
用
人
と
い
う
立
場
を
乗
り
越
え
た
深
い
愛
情
を
感
じ
き
せ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

五
回
文
学
革
命
以
後
誕
生
し
た
中
国
の
新
文
学
は
そ
の
多
く
が
社
会
の
変
革
と
か
国
民
性
の
改
造
と
い
う
強
い
使
命
感
に
裏
打
ち
き
れ
て

お
り
、

ま
た
共
産
党
が
政
権
を
と
っ
て
か
ら
は
、
改
革
・
開
放
政
策
の
も
と
で
政
治
的
締
め
付
け
が
ゆ
る
む
八

0
年
代
に
入
る
前
ま
で
、
文



学
は
政
治
に
従
属
す
る
こ
と
を
厳
し
く
要
求
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
時
に
は
魯
迅
の

『
阿Q
正
伝
』
（
一
二
年1
二
二
年
）
の
よ
う
な
世
界
に

誇
れ
る
作
品
も
誕
生
す
る
が
、
説
教
臭
き
が
鼻
に
つ
い
た
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
強
か
っ
た
り
し
て
、
文
学
性
に
欠
け
る
作
品
も
量
産
さ
れ

る
と
い
う
事
態
を
生
ん
だ
。
し
か
し
台
湾
の
作
家
林
海
音
が
書
い
た

『
城
南
旧
事
』は
子
ど
も
の
視
点
で
子
ど
も
の
目
に
映
っ
た
世
界
を
そ

の
ま
ま
の
形
で
伝
え
て
お
り
、
作
者
が
啓
蒙
者
と
し
て
作
品
に
顔
を
出
す
こ
と
も
な
い
し
、
ま
た
政
治
色
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
も
極
め
て
希

薄
で
あ
る
。

も
を魯
救（迅
え~は

と狂
訴人
え日
き記
せ」

て（

い八
る Cc
がエ

の
末
尾
で
、
狂
人
に
「
人
間
を
食
っ
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
は
、
ま
だ
い
る
か
も
知
れ
ぬ
？

子
ど

こ
の
訴
え
は
半
世
紀
以
上
た
っ
て
、
文
革
に
よ
る
傷
痕
を
描
い
た
「
傷
痕
文
学
」
の
代
表
作
と
い
わ

れ
る
劉
心
武
の
作
品
『
班
主
任
』
（
七
七
年
）

（
日
）

て
は
！
」
と
い
う
言
葉
と
な
っ
て
繰
り
返
き
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
「
子
ど
も
」
を
救
う
た
め
に
は
、

の
な
か
で
、

ク
ラ
ス
担
任
張
先
生
の
「
『
四
人
組
』
に
痛
め
つ
け
ら
れ
た
子
ど
も
を
救
わ
な
く

な
に
よ
り
も
ま
ず
わ
れ
わ
れ
が
子
ど
も
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の
視
座
を
回
復
し
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
世
界
の
歪
み
を
総
点
検
し
、

そ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
『
城
南
旧
事
』
と
映
画
『
城
南
旧
事
』
は
と
も
に
読
者
あ
る
い
は
観
客
に
城
壁
あ
り
し
こ
ろ
の
北
京
へ
の
懐
旧
の
念
を
も
よ
お
き

せ
る
と
と
も
に
、
童
心
と
い
う
も
の
の
尊
さ
に
気
づ
か
せ
、わ
れ
わ
れ
に
子
ど
も
の
ま
な
ざ
し
を
と
り
も
ど
す
き
っ
か
け
を
与
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
作
品
は
、
居
並
ぶ
多
く
の
台
湾
「
懐
郷
文
学
」
や
大
陸
の
「
京
味
電
影
」
の
な
か
で
も
ひ
と
き
わ

異
彩
を
放
ち
、

わ
れ
わ
れ
に
い
つ
ま
で
も
消
え
や
ら
ぬ
古
典
的
な
余
韻
と
深
い
感
動
を
与
え
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

、
迂

(1 

日
本
人
に
よ
る
林
海
音
に
関
す
る
論
考
は
、
管
見
の
限
り
で
は
わ
ず
か
に
中
下
正
治
の
「
林
海
音
グ
城
南
旧
事
。
考
」
（
「
台
湾
文
学
研
究
会



(2
) 

(3
) 

(4
) 

(5
) 

(6
) 

会
報
」
第
十
三
、
十
四
合
併
号
、
八
八
年
二
一
月
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
論
考
は
「
恵
安
館
」
の
な
か
で
母
親
が
往
診
を
頼
も
う
と

し
た
山
本
医
師
と
は
魯
迅
や
周
作
人
一
家
が
診
察
を
頼
ん
だ
西
城
旧
刑
部
街
の
山
本
医
院
の
山
本
忠
孝
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘

す
る
な
ど
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
が
わ
ず
か
四
枚
し
か
な
く
、
ま
た
内
容
も
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
を
実
地
調
査
し
た
結

果
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
作
品
の
評
価
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
日
本
に
お
け
る
林
海
音
研
究
が
こ
う
し
た

現
状
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

台
湾
総
督
府
官
房
調
査
課
『
台
湾
在
籍
漢
民
族
郷
貫
別
調
査
」
（
台
北
、
二
八
年
、
四i
五
頁
）

陸
士
清
「
台
湾
新
文
学
運
動
縦
覧
」
（
『
台
湾
文
学
新
論
』
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
九
三
年
、
三
七
頁
）

古
継
堂
『
台
湾
小
説
発
展
史
』
（
春
風
文
芸
出
版
社
・
遼
寧
教
育
出
版
社
、
八
九
年
、
二
五
七
頁
）

超
朕
「
女
性
小
説
・
異
曲
同
工
的
和
鳴
｜
｜
海
峡
両
岸
小
説
比
較
」
（
「
文
学
評
論
」
第
三
期
、
九
一
年
五
月
、
二
一
五
頁
）

台
湾
総
督
府
警
務
局
編
「
台
湾
社
会
運
動
史
（
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
第
二
編
領
台
以
後
の
治
安
状
況
中
巻
）
』
（
台
北
、
三
九
年
、
九

一
一
頁
）

同
右
、
九
四
頁

林
海
音
「
番
薯
人
」
（
『
家
住
書
坊
辺
』
、
純
文
学
出
版
社
、
八
七
年
、
八

i

九
頁
、
も
と
「
中
国
時
報
」
人
間
副
刊
、
八
四
年
七
月
二
六
日
）

陸
士
清
「
『
城
南
旧
事
』
従
小
説
到
電
影
」
（
『
台
湾
文
学
新
論
』
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
九
三
年
、
三

O
五
頁
）

林
海
音
「
童
心
愚
験
｜
｜
回
憶
写
『
城
南
旧
事
』
」
（
『
家
住
書
坊
辺
』
、
純
文
学
出
版
社
、
八
七
年
、
一

O
五
頁
、
も
と
「
中
国
時
報
」
人
間

副
刊
、
八
三
年
二
月
六
日
）

林
海
音
は
「
番
薯
人
」
（
『
家
住
書
坊
辺
』
、
純
文
学
出
版
社
、
八
七
年
、
四
頁
、
も
と
「
中
国
時
報
」
人
間
副
刊
、
八
四
年
七
月
二
六
日
）

の
な
か
で
、
「
台
湾
人
は
日
本
に
不
法
占
拠
さ
れ
た
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
祖
国
に
身
を
投
じ
た
と
き
、
大
部
分
が
本
籍
と
し
て
自
分
た
ち
の

原
籍
で
あ
る
問
、
広
両
省
の
名
前
を
書
い
た
。
私
は
小
学
校
で
勉
強
し
て
い
た
と
き
は
、
父
親
の
原
籍
で
あ
る
広
東
蕉
嶺
と
書
き
、
父
親
が

死
ん
だ
あ
と
は
私
た
ち
の
本
籍
は
母
親
の
原
籍
で
あ
る
福
建
同
安
へ
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
す
る
の
は
、
一
つ
に
は
北
京
の
日
本
領

事
館
な
ど
の
機
関
の
注
意
を
の
が
れ
る
た
め
で
、
も
う
一
つ
に
は
祖
国
の
人
の
前
で
、
も
し
台
湾
人
と
い
っ
た
な
ら
ば
、
異
様
な
視
線
を
投

げ
か
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。

老
舎
『
離
婚
』
（
上
海
良
友
図
書
公
司
、
三
三
年
、
五
頁
）
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13 

解
璽
章
・
金
油
は
共
著
の
論
文
「
走
出
大
雑
院
小
胡
同
｜
｜
京
味
影
視
努
議
」
（
「
北
京
文
学
地
域
特
色
研
究
』
、
北
京
燕
山
出
版
社
、
九
O

年
、
一
九
九
i

二
O
O
頁
）
の
な
か
で
、
「
京
昧
影
視
」
の
代
表
作
と
し
て
、
映
画
化
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
き
れ
た
老
舎
の
作
品
群
と
と
も

に
映
画
『
城
南
旧
事
』
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

魯
迅
『
狂
人
日
記
』
（
「
新
青
年
」
第
四
巻
第
五
号
、
一
八
年
五
月
、
四
二
四
頁
）

劉
心
武
『
班
主
任
』
（
「
人
民
文
学
」
第
十
一
期
、
七
七
年
十
一
月
、
二
四
頁
）

15 14 
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